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去
る
四
月
二
十
三
日
（
日
）
に
中
央
支
部
の
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
長

の
挨
拶
に
続
い
て
来
賓
挨
拶
及
び
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
赤
尾
杉
友
一
委
員
（
西
町
二
区

長
）
が
議
長
を
務
め
、
令
和
四
年
度
の
事
業
・
会
計
報
告
・
続
い
て
令
和
五
年
度
の
事
業

計
画
並
び
に
予
算
案
が
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
活
動
の
重
点
目
標
と
事
業
内
容

㈠　

活
動
資
金
の
確
保

〇
会
員
会
費
の
募
集
（
七
月
）

〇
福
祉
バ
ザ
ー
（
十
月
）

㈡　

高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

〇
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策
（
中
止
）

〇
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
会
食
会

　

（
手
打
ち
そ
ば
十
二
月
）

み
会
員
・
広
報
委
員
を
対
象
に
し

た
視
察
研
修

〇
女
性
部
員
を
対
象
に
し
た
交
流

会
・
視
察
研
修

〇
笠
間
市
、
笠
間
市
社
協
等
で
実
施

す
る
研
修
会
へ
の
参
加

〇
普
通
救
命
講
習
会
の
実
施

㈥　

広
報
活
動
の
推
進

〇
広
報
誌
の
作
成
・
配
布

　

（
支
部
だ
よ
り
年
三
回
発
行
）

ご
あ
い
さ
つ

支
部
長
　
栗
　
股
　
克
　
巳

　

こ
の
度
の
代
議
員
会
に
於
い
て
支
部
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
精
一
杯
取
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
支
部

役
員
と
し
て
新
た
に
三
人
の
方
を
迎
え
ま

し
た
。
活
動
に
理
解
の
あ
る
方
々
で
す
の

で
、
強
力
な
推
進
役
と
し
て
大
き
な
期
待

が
持
て
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
伴
い
、

こ
こ
数
年
来
、
支
部
活
動
の
実
施
が
制
限

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
昨
年

度
は
、
配
食
や
高
齢
者
親
善
交
流
会
、
敬

老
会
支
援
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
の
バ

ザ
ー
、
そ
し
て
女
性
部
交
流
会
な
ど
、
ほ

ぼ
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
少

し
ず
つ
軌
道
に
乗
り
始
め
て
き
た
感
が
い

た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
周
囲
の
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
皆
様
と
手

を
携
え
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
代
議
員
会
開
催

令
和
五
年
度
代
議
員
会
開
催

　
　
　
　
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
活
動
方
針
き
ま
る

　
　
　
　
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
活
動
方
針
き
ま
る

　
　

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

（
毎
月
一
回
、
十
二
月
を
除
く
）

〇
高
齢
者
親
善
交
流
会
（
十
月
）

　

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、輪
投
げ
）

〇
敬
老
会
の
支
援
、
協
力

㈢　

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

〇
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
た
け
の
こ
」
の

活
動
へ
の
参
加
、
交
流

㈣　

三
世
代
交
流
の
推
進

〇
各
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る
三
世
代

交
流
会
の
支
援
、
助
成

㈤　

研
修
会
の
実
施

〇
支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
・
む
つ

令
和
五
年
度
　
支
部
役
員
紹
介

令
和
五
年
度
　
支
部
役
員
紹
介

支
部
長

　

栗
股　

克
巳
（
新
任
）

副
支
部
長

　

髙
田　

眞
弓
（
再
任
）

会
計
監
査

　

上
原　

信
雄
（
新
任
）

副
支
部
長

　

藤
枝　

正
一
（
新
任
）

会
　
　
計

　

田
口　
　

博
（
新
任
）

会
計
監
査

　

髙
野　

康
司
（
再
任
）

副
支
部
長

　

下
条　

立
美
（
新
任
）

桜
町
三
世
代
交
流
会

桜
町
三
世
代
交
流
会

　

桜
町
三
世
代
交
流
会
は
長
年
続
く
町
内

会
行
事
の
一
つ
で
、
令
和
二
年
か
ら
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
延

期
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
四
年
ぶ
り
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
の
触
れ

合
い
と
繋
が
り
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
、
防

災
訓
練
を
兼
ね
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
設
営
か
ら
は
じ
ま
り
、
参
加
人

員
の
点
呼
確
認
、
炊
き
出
し
訓
練
、
親
子

で
お
む
す
び
作
り
を
体
験
し
た
ほ
か
、
北

山
散
策
や
輪
投
げ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
初
対
面
の
方
も
多
い
中
、
子
供
た

ち
は
す
ぐ
に
仲
良
く
遊
び
回
り
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
三
世
代
交
流
会
を
通
じ
て
、

地
域
の
絆
と
理

解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
と

感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
ご

協
力
を
い
た
だ

い
た
皆
様
、
ご

参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

桜
町
区
長
　
三
次
　
　
登

　

風
薫
る
さ
わ
や
か
な
季
節
の
令
和
五
年

五
月
十
四
日
（
日
）
に
、
桜
町
三
世
代
交

流
会
を
北
山
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
で
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

社
協
中
央
支
部
の
藤
枝
様
と
田
口
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

科　目 決算額 摘　　　要
前年度繰越金 1,210,915
会員会費還元金 867,500 市社協より

助成金 136,750 市社協より　福祉コミュニテイ　50,000
　　　　　　広報助成金　86,750

バザー売上金 229,310 ふるさと祭り
事業参加費 22,000 女性部研修
配食弁当代 129,300
雑収入 14 利息
合計 2,595,789

科　目 予算額 摘　　　要
前年度繰越金 1,506,555
会員会費還元金 900,000 市社協より

助成金 140,000 市社協より　福祉コミュニティ　50,000
　　　　　　広報助成金　90,000

バザー売上金 250,000
事業参加費 100,000 しあわせサロン散策・支部委員研修等
配食弁当代 150,000
雑収入 445 利息 他
合計 3,047,000

【収入の部】	 単位：円

【収入の部】	 単位：円

科　目 決算額 摘　　　要
会議費 23,186 諸会議時のお茶代
事務局費 40,000
事務通信費 13,879 事務用品

事業費 945,162

会費地区還元金	 426,000
三世代交流助成	 0
グラウンドゴルフ・輪投げ	49,352
配食サービス	 317,917
広報誌発行	 102,061
女性部活動	 49,832

バザー開催費 67,007
研修費 0 支部委員・福祉推進員等研修
予備費 0
合計 1,089,234

科　目 予算額 摘　　　要
会議費 50,000 諸会議時のお茶代
事務局費 30,000
事務通信費 20,000 事務用品

事業費 1,635,000
会費地区還元金・三世代交流
グラウンドゴルフ・輪投げ
配食サービス・しあわせサロン
広報誌発行・女性部活動

バザー開催費 200,000 バザー開催諸経費

研修費 120,000 支部委員・福祉推進員
むつみ会・広報委員・救命講習会

予備資金積立 800,000 予備資金
予備費 192,000
合計 3,047,000

【支出の部】	 単位：円

【支出の部】	 単位：円

令和４年度　決算報告書

令和５年度　予算書
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あ

と

が

き

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
位
置
付
け
が

五
類
感
染
症
と
な
っ
て
か
ら
二
か
月
が
過

ぎ
、
以
前
の
よ
う
な
生
活
が
、
少
し
ず
つ

戻
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

今
回
は
、
代
議
員
会
・
女
性
部
総
会
を

中
心
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
年
度
事
業
計
画

等
を
、
第
124
号
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
委
員
の
中
村
淑
子
さ
ん
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
新
た
に
、
田
口
博
さ
ん
、

塩
畑
真
紀
子
さ
ん
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
一
同
、
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で

読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
紹
介

　
◎
福
島
　
和
彦
　
　
藤
枝
　
正
一

　
　
持
丸
　
す
い
　
　
田
口
　
　
博

　
　
塩
畑
真
紀
子

　
◎
は
委
員
長
で
す
。	

（
塩
畑
）

武
山
の
大
日
堂
、

　

益
子
町
の
神
社
・
仏
閣
を
楽
し
む

女
　
性
　
部
　
総
　
会

女
　
性
　
部
　
総
　
会

　

四
月
二
十
三
日
、
代
議
員
会
に
続
き
、

女
性
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
も
、
配

食
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
休
む
こ
と
な

く
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
支
部
役
員
の
改
選
に
伴
い

女
性
部
役
員
も
改
選
さ
れ
、
新
役
員
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

も
五
類
に
な
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
油

断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
以
前
の
よ
う
に
会

議
や
活
動
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

毎
月
の
配
食
・
福
祉
バ
ザ
ー
な
ど
、
支

部
活
動
に
女
性
部
と
し
て
協
力
出
来
る
よ

う
に
話
し
合
い
、
活

動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
も
、
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

令和５年度　支部委員・福祉推進員名簿
支 部 長 栗股　克巳 （東町３）
副支部長 藤枝　正一 （東町４）

同 下条　立美 （桜　町）
同 髙田　眞弓 （大沢中３）

会 計 田口　　博 （緑町１）
会計監査 髙野　康司 （桜　町）

同 上原　信雄 （西町１）
支部委員 柳橋　賢寿 （東町１）

同 星　　一男 （東町２）
同 神川　利夫 （東町３）
同 入江　洋一 （東町４）
同 荒川　昌之 （仲　町）
同 島川　　清 （南　町）
同 山口　裕久 （西町１）
同 赤尾杉友一 （西町２）
同 三次　　登 （桜　町）
同 小澤　文雄 （当の越１）
同 大平　　博 （当の越２）
同 大貫　洋一 （友部栄町）
同 四ツ倉典雄 （緑町１）
同 谷津二三男 （緑町２）
同 森山　　隆 （緑町３）
同 重藤　洋一 （美原団地）
同 笹目　　收 （青葉町）
同 荻野　智郎 （大沢中１）
同 入　　　清 （大沢中２）
同 入江　　葊 （大沢中３）
同 内桶　建一 （幸　町）

推 進 員 臼井　幸紀 （東町１）
同 小池　友彦 同
同 塩田　信子 同
同 広瀬　征三 同
同 上原　仁子 （東町２）
同 青木　重子 同
同 橋本　桂子 （東町３）
同 栗股　克巳 同
同 小林　貴行 同
同 土屋　佳巳 同
同 山田　　満 （東町４）
同 阿久津龍治 同
同 白土　康一 同
同 上田　健一 同
同 西田　竹男 同
同 舟幡　直史 同
同 粉川　昭一 同
同 永井　博子 （仲　町）
同 坂本奈央子 （南　町）
同 福田　紀子 同
同 村上　純子 （西町１）
同 山口　和子 同
同 横倉　きん （西町２）
同 神崎　昭子 同
同 鶴田　弘司 （桜　町）
同 齋藤　節子 同
同 石塚　恒夫 同
同 菅谷　正子 同
同 来栖　敏行 同
同 小森谷　栄 同
同 須藤　大輔 同
同 髙野　康司 同
同 横田　　智 （当の越１）
同 小澤　純子 同
同 大貫　　浩 同
同 松本　雄一 同

推 進 員 塩畑真紀子 （当の越１）
同 野村由美子 （当の越２）
同 生田目里美 同
同 長谷川悦子 同
同 小幡みゆき 同
同 秋山　文江 （友部栄町）
同 田口　　博 （緑町１）
同 折原　孝志 同
同 平石みゆき 同
同 谷津　恵子 （緑町２）
同 岩浪喜代美 同
同 大島　真澄 同
同 田中　聖子 同
同 高木　晴美 同
同 中澤　節子 （緑町３）
同 大森　　実 同
同 内桶　直樹 同
同 矢萩　恵子 同
同 北詰　　彰 同
同 一戸きよ子 （美原団地）
同 村岡　和子 同
同 岩井　明美 同
同 橋本あけみ 同
同 切替　悠介 （青葉町）
同 鶴田　了三 同
同 高畑　正保 同
同 入江　次夫 同
同 早乙女　充 同
同 加藤　昌宏 同
同 大沼　澄子 同
同 小松崎道代 同
同 井坂フヂヱ 同
同 中村　　誠 （大沢中１）
同 稲毛　とし 同
同 水越　健二 同
同 植木章太郎 同
同 筧　　和明 同
同 菊池　信夫 同
同 伊王野資博 （大沢中２）
同 大沼　直人 同
同 下山　孝文 同
同 福地　敏行 同
同 原　　修治 同
同 多川英久雄 同
同 工藤　安正 （大沢中３）
同 堀　　広之 同
同 浅香　紀子 同
同 郡司　正人 同
同 富田　淑子 同
同 冨田　栄子 同
同 仲田　有多 同
同 松本　和志 同
同 岩間　　洋 同
同 吉田雄太郎 同
同 久保田　透 同
同 木村　成治 同
同 髙田　眞弓 同
同 池田　孝法 （幸　町）
同 藤井吉太郎 同
同 薗部　正則 同
同 佐田本　収 同
同 大内　英樹 同
同 鈴木　征夫 同

部
　
長

　

髙
田　

眞
弓
（
再
任
）

副
部
長

　

工
藤　

伴
子
（
新
任
）

副
部
長

　

青
木　

重
子
（
再
任
）

副
部
長

　

染
谷　

邦
子
（
新
任
）

女
性
部
役
員
紹
介

女
性
部
役
員
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
研
修
コ
ー
ス
は
、
木
村
武

山
の
大
日
堂
、
益
子
町
の
地
蔵
院
・
綱
神

社
・
宇
都
宮
家
墓
所
、
西
明
寺
で
す
。

　

24
名
の
乗
っ
た
福
祉
バ
ス
で
、
最
初
に

箱
田
の
大
日
堂
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
本

画
の
巨
匠
木
村
武
山
が
、
母
の
願
い
を
叶

え
る
た
め
に
昭
和
十
年
に
建
造
し
た
真
言

宗
の
お
堂
で
す
。
入
口
に
仁
王
像
、
中
央

正
面
に
大
日
如
来
と
脇
侍
日
光
・
月
光
菩

薩
、
天
井
中
央
に
は
鷹
と
燕
、
そ
の
周
囲

に
和
楽
器
・
散さ

ん

華げ

の
花
び
ら
、
万
華
が
描

か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
制
作
の
途
中
、
武

山
は
脳
溢
血
に
倒
れ
、
右
手
が
利
か
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
左
右
の
壁
画
の

虚
空
蔵
菩
薩
・
弘
法
大
師
は
左
手
で
描
き

ま
し
た
。
武
山
の
き
れ
い
な
仏
画
に
囲
ま

れ
て
、
中
央
に
大
日
如
来
座
像
が
吉
祥
天

逗
子
に
安
置
し
て
あ
り
ま
す
。
平
安
時
代

の
仏
像
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

武
山
の
絵
画
を
堪
能
し
て
、
益
子
町
大

羽
の
地
蔵
院
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は

宇
都
宮
朝と

も

綱つ
な

が
領
地
と
し
た
所
で
、
尾
羽

寺
を
創
建
、
そ
の
阿
弥
陀
堂
が
現
在
の
地

東
町
四
区
　
南
　
秀
利

　

中
央
支
部
の
支
部
委
員
・
福
祉
推
進
委

員
・
広
報
委
員
・
む
つ
み
会
の
研
修
会

が
、
令
和
五
年
六
月
六
日
（
火
）
に
実
施

蔵
院
（
真
言
宗
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
高
台
に
は
、
綱
神
社
・
大
倉
神
社
（
い

ず
れ
も
国
重
要
文
化
財
）
が
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
ま
た
西
側
に
、
宇
都
宮
家
歴
代
当

主
の
五
輪
塔
が
並
ん
で
い
ま
す
。
豊
臣
秀

吉
に
よ
り
取
り
潰
さ
れ
た
宇
都
宮
氏
の

二
、
三
の
家
臣
が
、
墓
守
と
し
て
当
地
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

和
食
「
杣そ

ま

」
で
刺
身
定
食
を
楽
し
ん
だ

後
、
真
言
宗
の
西
明
寺
を
参
拝
し
ま
し

た
。
こ
こ
も
文
化
財
の
多
い
名
刹
で
、
楼

門
・
三
重
塔
・
本
堂
の
逗
子
は
国
重
要
文

化
財
、
本
堂
は
県
指
定
文
化
財
で
す
。
本

堂
前
に
は
益
子
焼
の
祖
大
塚
啓
三
郎
の
顕

彰
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
碑
文
は
笠
間
藩

の
勤
王
の
儒
学
者
加
藤
桜
老
が
書
い
た
も

の
で
す
。

　

共
販
セ
ン
タ
ー
で
益
子
焼
に
接
し
ま
し

た
。
伝
統
的
な
益
子
焼
に
、
民
芸
風
の
若

手
の
陶
器
・
磁
器
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
か
、
店
が
縮
小
し
、
客
も

あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
研
修
、
武
山
の
大
日
堂
、

益
子
の
文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

て
、
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。
安
全
運
転

の
酒
井
運
転
手
、
地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ
の

会
澤
さ
ん
、
栗
股
支
部
長
、
広
報
の
福
島

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


